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中でも自転車用品一式で作られた 「海老」 は、 「平田一式飾」
論家からも高い評価を得ている。
　「一式飾り」が「芸術」として称賛されるのは喜ばしいが、私は一抹の不安を覚える。称賛されればされるほど、より見栄えのする作品を期待されて敷居が高くなり、「一式飾り」 身近なところから遠ざかって く気がする。 」が「芸術」として崇められるようになれば、気軽に楽しむことなどできなくなってしまう。　そこで今回は「平田一式
飾」の「オロチ君」とい 作品を取り上げたい。 これは 「フラメンコ」と同じ２０１１年に飾られた作品で、平田明子さんを中心とする女性グループ「ひらた蓬の会 が制作したユニークな作品である。　「オロチ君」は定番の陶器一式ではなく、バススリッパなど身近にあるランドリーグッズ一式を巧みに用いて制作され、見る者の笑いを誘う「ゆるさ」にあふれて、子どもの愉快な「遊び」 見る思いがする。こんな楽しそう「遊び」なら、自分でもやってみたいと思えてくる。
　「遊び」と言うと「芸術」より劣ったものに思われるかもしれないが、私 はそのような意識は毛頭ない。今や人口減少に悩む地方では、至るところで「アート」による町おこしが盛んだが、地域で暮らす人々にとって、外部に頼った人寄せのための「アート」や「芸術」が、そ なに有難いものなのだろ か。　私は各地で「一式飾り」の
作品の制作に熱中するの姿を目にする度に、 「一式飾り」は、プロのアーティストではない普通の人間が 地域の暮らしの中で作って楽しみ、見て楽 む、生活に密着した娯楽という印象を強くしている。　
目新しい「アート」が持て
はやされる一方で、地域で長く親しま てきたも が次々と消え去ろうと ている現在、私の目には山陰の「一式飾り」が、文字通り「有難いもの 映っているが、読者の皆さんはいかがであろうか。
を代表する作品として知られ、再現されて東京の美術館で展示されたり、テレビで紹介されたりして、美術評
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